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洪水の基礎知識

避難行動のポイント

顕著な大雨に関する気象情報について

雨の強さと降り方
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ワイパーを速くし
ても見づらい。側
溝や下水、小さな
川があふれる。

山崩れ、がけ崩れ
が起きやすくなり
危険地帯では避難
の準備が必要。

マンホールから水が
噴出する。土石流が
起こりやすい。多く
の災害が発生する。

雨による大規模な
災害の発生する恐
れが強く、厳重な
警戒が必要。

強い雨が広範囲に、長時間続くときに、洪水災害が発生する危険性が高まります。
発生のメカニズムを知り、河川やため池など決壊の前兆に注意しましょう！

洪水とは大雨によって、川の水の量がふだんより、
いちじるしく増えた状態をいいます。河原へ行くと
広い敷地のわりに細い川しか流れていませんがそれ
がふだんの姿です。
ところが川幅いっぱいに水がおしよせると、広い河
原も水の下にかくれて見えません。このように異常
に水が増えたときを「洪水」といいます。

はん濫とは、雨などによって、街や農地などに水が
あふれることで、川から水があふれることを「外水
はん濫」といいます。
川から水があふれたのではなく、街や農地に降った
雨がそのままたまってあふれることを「内水はん濫」
といいます。

右記のような前触れに
注意して、危険を感じたら
速やかに避難しましょう。

●水かさが増し、堤防に亀裂が生じたとき
●堤防の側面から水が漏れ出したとき
●増水が早く、水が堤防を越えそうなとき
●水が激流となって堤防の土が削り取られたり、護岸
が壊れ始めたとき

●堤防近くの地盤から水が噴き出すとき

！

集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、
梅雨の終わりごろによく発生します。

発生の予測は比較的困難で、中小河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害
をもたらすことがありますので、気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。

危険な状況の中での避難は
出来るだけ避け、安全の確
保を第一に考えます。

危険が切迫している場合は、避難場所への移動だけでなく、命を守る
最低限の行動が必要な場合もあります。

屋外での移動は危険です。自宅や近隣建物の2階以上へ緊急的に一時避難し、救助を待つこ
とも検討してください。

●夜間や急激な降雨で避難経路上の危険箇所がわかりにくい。
●ひざ上まで浸水している。（50cm以上）
●浸水は20cm程度だが、水の流れる速度が速い。
●浸水は10cm程度だが、用水路などの位置が不明で転落のおそれがある。

顕著な大雨に関する気象情報は、大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状
の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いている状況を「線状降水帯」という
キーワードを使って解説する情報です。
この情報は警戒レベル相当情報を補足する情報です。警戒レベル４相当以上の状況で発表します。

次々と発生する発達した雨雲（積乱雲）が列をなした、
組織化した積乱雲群によって、数時間にわたってほ
ぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出され
る、線状に伸びる強い降水をともなう雨域を線状降
水帯といいます。
線状降水帯が発生すると、大雨災害発生の危険度が
急激に高まることがあるため、「線状降水帯による大
雨の半日程度前からの呼びかけ」が行われます。こ
の呼びかけだけで避難行動をとるのではなく、ほか
の大雨に関する情報と合わせて活用することが必要です。大雨災害に対する危機感を早め
に持ち、ハザードマップや避難場所・避難経路の確認などを行うことを目的としています。

出典：気象庁HP
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